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問�

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
の
生
産
基

盤
の
現
状
や
、
集
落
営
農

等
の
実
態
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
27
年
の
農
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
耕
地
面
積
７

１
０
０
ha
、（
水
田
３
９

３
０
ha
、
畑
地
３
１
７
０

ha
）
で
生
産
基
盤
の
基
本

と
な
り
、
農
家
数
は
減
少

傾
向
の
約
２
８
７
０
戸
、

農
業
生
産
額
は
耕
種
・
畜

産
・
特
用
林
産
物
等
で
約

76
億
３
千
万
円
と
な
る
。

　

集
落
営
農
組
織
は
20
団

体
中
３
組
織
が
法
人
化
さ

れ
、
農
地
の
約
８
０
０
ha

が
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、

条
件
不
利
地
域
も
多
く
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ

て
い
な
い
。

　

認
定
農
業
者
数
は
、
平

成
22
年
度
の
４
２
４
経
営

体
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

き
、
本
年
２
月
末
現
在
で

は
３
３
４
経
営
体
で
あ
る
。

問�

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
展
す
る
中
、
本
市

の
農
業
生
産
基
盤
を
ど
の

よ
う
に
維
持
・
堅
持
す
る

の
か
。

答
（
市
長
）�

　

特
に
重
要
な
こ
と
は
、

①
集
落
組
織
と
し
て
の
持

続
可
能
な
経
営
体
の
育
成

②
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積③
農
地
集
積
で
余
剰
と
な

る
高
齢
者
や
女
性
な
ど
、

地
域
の
労
働
力
を
活
用
し

た
園
芸
作
物
の
振
興

④
産
直
経
営

⑤
六
次
化
商
品
開
発

な
ど
、
集
落
営
農
組
織
を

中
心
と
し
た
地
域
の
多
様

な
取
り
組
み
に
よ
る
農
業

の
可
能
性
の
拡
大
で
あ
る
。

問�

　

市
内
小
中
学
校
児
童
生

徒
の
家
庭
教
師
や
学
習
塾

通
い
の
実
態
の
把
握
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
に
よ
る

学
力
へ
の
影
響
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
習
塾
通
い
等
の
調
査

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
教
育

委
員
会
で
も
具
体
的
な
数

値
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

携
帯
や
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ

ゲ
ー
ム
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

使
用
に
よ
る
学
習
時
間
や

学
力
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
が
県
平
均
よ

り
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
長

時
間
使
用
し
て
い
る
児
童

生
徒
ほ
ど
正
答
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　

特
定
教
科
学
習
支
援
員

の
配
置
状
況
と
、
効
果
や

今
後
の
増
員
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
市

内
３
中
学
校
１
年
生
の
数

学
に
１
名
ず
つ
配
置
。

　

効
果
は
生
徒
の
理
解
が

深
ま
る
な
ど
着
実
に
学
力

の
伸
び
が
見
ら
れ
、
平
成

30
年
度
は
規
模
の
大
き
い

中
学
校
に
支
援
員
を
１
名

増
員
し
、
４
名
体
制
で
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

っ
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
を
図
る
。

農
業
生
産
基
盤
の

実
態
と
将
来
像
は

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と

特
定
教
科
支
援
員
の
増
員
は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

荒川 栄悦  議員
（市民クラブ）

「
遠
野
市
産
業
振
興
条
例
」の

制
定
に
伴
う
効
果
と
市
の
対
応

一問一答方式

問�

　
「
遠
野
市
産
業
振
興
条

例
」
を
こ
の
時
期
に
制
定

す
る
の
は
、
今
後
、
人
口

減
少
等
に
よ
る
産
業
の
低

迷
の
打
破
を
考
え
て
総
合

的
な
産
業
振
興
を
図
る
た

め
な
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
15
年
の
総
合
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
、
平

成
17
年
の
農
業
活
性
化
本

部
（
ア
ス
ト
）
を
立
ち
上

げ
、
平
成
26
年
に
は
六
次

産
業
推
進
本
部
の
設
置
な

ど
、
内
発
型
の
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
き
た
。　

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
も

取
り
組
み
、
東
工
業
団
地

の
拡
張
造
成
に
至
っ
て
い

る
。

　

産
業
振
興
に
お
け
る
最

高
規
範
で
あ
る
遠
野
市
産

業
振
興
条
例
と
産
業
振
興

基
金
と
各
種
産
業
振
興
策

を
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
を
生
み
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

問�

　

遠
野
市
産
業
振
興
条
例

の
実
効
を
あ
げ
る
た
め
に

も
産
業
振
興
の
基
本
計
画

が
必
要
と
思
う
が
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
で
は
遠
野
市
総

合
計
画
が
あ
り
、
遠
野
ス

タ
イ
ル
創
造
・
発
展
総
合

戦
略
も
あ
り
、
そ
の
な
か

で
個
別
計
画
と
し
て
農
林

水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
タ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
）
六
次
産
業

化
推
進
戦
略
、
創
業
支
援

計
画
、
観
光
推
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
種
計
画
に
整

合
性
を
持
た
せ
進
行
管
理

を
し
て
い
く
。

問�

　

地
場
産
業
の
現
状
は
厳

し
い
。
人
口
減
少
等
に
よ

る
売
り
上
げ
の
減
少
、
経

営
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
、
後
継
者
不
足
等
々

で
あ
る
。
手
厚
い
支
援
策

は
あ
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

地
場
産
業
の
現
場
の
厳

し
さ
を
見
る
と
き
、
な
ん

ら
か
の
行
政
レ
ベ
ル
の
支

援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
遠
野
市
産
業
振
興
条

例
に
「
財
政
上
の
措
置
」

「
行
政
上
の
措
置
」「
金
融

上
の
措
置
」「
税
制
上
の

措
置
」
の
4
つ
の
措
置
を

明
記
し
て
お
り
、
産
業
振

興
基
金
を
利
活
用
し
商
工

会
等
様
々
な
パ
ー
ト
ナ

ー
、
団
体
と
連
携
し
総
合

力
で
支
援
を
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
中
で
遠
野
市
産

業
振
興
条
例
も
単
な
る
理

念
条
例
と
せ
ず
進
化
を
さ

せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
地

元
優
先
の
方
向
性
を
持
っ

た
条
例
、
例
え
ば
「
生
業

条
例
」
を
考
え
て
い
る
。遠野駅前通り、中心市街地の活性化に期待

｢永遠の日本のふるさと遠野｣ の農業生産基盤の将来像は？

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


